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1983 年 6 月、当時の内閣総理大臣である中曽根康弘の指示により、新たな留学生政策を










る留学生総数は、 5 万人代を推移する停滞期を迎えるが、 2000 年度に初めて 6 万人を突破
した後、激増を始め、 2003 年度に、当初の目標数であった 10 万人を超える。同年、この「留
学生受け入れ 10 万人計画」の達成を受け、 5 年程度でさらに 3 万人の留学生が増加するこ
とを想定した「新たな留学生政策の展開について」の答申が、中央教育審議会から発表さ
れる。さらに、 2004 年 4 月には支援体制の強化を図ることを目的とした独立行政法人日本
学生支援機構が設立され、それまでは異なる機関によって分離して行われていた、日本人
学生と外国人留学生を対象とした各種の支援業務が、統一して行われるようになる。そし
て、留学生総数が 123.829 人と過去最高となった 2008 年、文部科学省は、 2020 年度を目









































科目 目 的 時間 得点範囲
日本語 日本の大学等での勉学に対応できる日本語力(アカデミック・ジャパ 120分 0-400点ニーズ)を測定する。
理科 日本の大学等の理系学部での勉学に必要な理科(物理・科学生物)の 80分 。日200点基礎的な学力を測定する。
総合科目 日本の大学等での勉学に必要な文系の基礎的な学力、特に思考力、 80分 。日200点論理的能力を測定する。













































































を行わせた研究としては、石黒 (2004) と井下 (1997，2002) を挙げることができる。
























井下 (1997、 2002) も石黒と同様に、日本語母語話者である日本人の学生を対象とした













































































































で日本語を学ぶ、中国語を母語とする 20 代の学習者 126 名である。彼らは、来日後、半
年から 2 年間、就学生、または、留学生として、日本語学校や短期大学で日本語を学んだ後、
当該専修学校に入学している。そのため、日本滞在期間は、概ね 1 年から 3年半となる。また、
調査対象者の日本語レベルは、当該専修学校が、留学生の入学許可基準として「初級日本











ように、日本語能力試験 3 ・ 4 級レベルの丈型・文法を用いて行った。ただし、日本語能力
試験 2 級レベルとされる「べきだJ に関しては、日本留学試験における記述問題のテーマ
出題時に使用されていることから、調査対象者全員が、当該専門学校入学後に学習を終え
ている文法項目であるため、本調査の調査項目丈にも加えた。なお、項目数は、事実文が





























表すモダリティ形式を文末に含む項目を 2 つ、調査項目として作成した。図表 4 が、本調
査で用いた全調査項目文である。
図表4 璽査重里
項番号目 項巨文 解答 異論の 文末想定
奈良の法隆寺は、 7 世紀初めに聖徳太子によって建てられた。 事実文 断定(動詞)
2 新しい法律ができたので、交通事故は減少するだろう。 意見文 可 モダリティ
3 地球の環境を守るためには、個人の努力が必要だ。 意見文 可 断定(ナ形容調)
4 スミスさんは顔を赤くして、手を振り上げながら大きな芦で怒鳴った。 事実文 断定(動詞)
5 山田太郎氏 (61)によれば、現在ある専門家のチームが新しい薬を開発しているという。 事実文 モダリティ(伝聞)
6 小学生や中学生が携帯電話を持つべきではない。 意見文 可 モダリ子ィ
7 呂本では、東京都の人口が一番多い。 事実文 断定(イ形容詞)
8 二のまま少子化が続いたら、人類は滅亡するかもしれない。 意見文 可 モダリ子ィ
9 週末は仕事が休みなので、庭の畑で野菜を作っている。 事実文 ている形
10 今の世の中には非常識な人が多い。 意見文 可 断定(イ形容詞)
1 外国で生活する場合、その国の習慣に従わなければならない。 意見文 可 モダリティ
12 面接時、コミュニケーション能力を重視する会社が増えているようだ。 意見文 可 モダリティ
13 この道をまっすぐ行って、 2 つ自の信号を右に曲がると、映画館がある。 事実文 断定(動詞)
14 地球上には、 500万種以上もの生物が存在している。 事実文 ている形
15 外国語の勉強には、毎日努力を続けることが大切だと思う。 意見文 可 モダリティ
16 フランスのルーブル美術館から京都国立美術館へゴッホの「ひまわり」が届けられた。 事実文 断定(動詞)
17 かぜを引いたときは、早〈寝たほうがいい。 意見文 可 モダリティ
18 市民図書館で本を借りるときは、身分証明書が必要だ。 事実文 断定(ナ形容詞)
19 天気予報によれば、明日は一白中いい天気だそうだ。 事実文 モダリ子ィ(伝聞)









率は 23.0%であった。また、正答率が 90%以上であり、峻別が容易で、あった項目の 4 つ(項
目 1 ・ 7 ・ 14 ・ 18) は、全て事実文であったのに対し、正答率が 50%未満であり、峻別が困難










表現を用いなかった項目の正答率 70.9%、及び、全体の正答率 74.0% よりもやや高くなった
のに対し、文末モダリテイ表現を用いた項目の正答率は 69.6% となり、文末モダリテイ表
現を含まなかった項目の正答率 77.6% よりもやや低くなった。断定表現及び丈末モダリテイ






























全体の上位 33%を上位群、下位 33%を下位群とみなし、 33%に最も近くなる人数になるよ
うに行った。以下の図表 7 が、上位群及び下位群における、項目別正答率である。それぞ
れの項目における、上位群及び下位群の平均値を、 t検定を用いて比較したところ、項目
10 と項目 12 には有意差が認められず、その他の項目には有意差が認められた。この結果
から、項目 10 と項目 12 を除く 18 項目に関しては、事実文と意見丈の峻別能力の上昇と
ともに正答率も高くなっており、峻別能力を上げれば、峻別が可能になる項目であり、峻
別能力が高くなれば、ある程度自然な形で正しい峻別が行えるようになる表現項目である
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